
(57)【要約】

フレキシブルな切断フィラメントあるいはワイヤは、パ

サーによって横手根靭帯の真下の手根管に通される。そ

の後、ワイヤの反対側の両端部は器具中に固定される。

この器具はワイヤを締めるもので、手根管の上に横たわ

っている靱帯を周囲の組織を保護しながら横断する切断

器具としてワイヤを動かす為に使用され得る。小さいワ

イヤ直径は、手術後の痛みを限定し回復を早めるために

最小の侵襲性技術を可能にする。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 横 手 根 靭 帯 （ transverse carpal ligament） を 横 断 す る 方 向 に 切 る （ transecting） 方
法 で あ っ て 、
　 皮 膚 に 少 な く と も １ つ の 入 口 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 入 口 に フ レ キ シ ブ ル な 切 断 要 素 を 挿 入 し 、 前 記 切 断 要 素 を 手 根 管 （ carpal tunnel
） に 前 記 横 手 根 靭 帯 の １ つ の 側 か ら 通 す 工 程 と 、
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル な 切 断 要 素 を ぴ ん と 張 る 工 程 と 、
　 前 記 横 手 根 靭 帯 を 切 断 す る よ う に 前 記 横 手 根 靭 帯 に 対 し て 前 記 フ レ キ シ ブ ル な 切 断 要 素
を 動 か す 工 程 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル な 切 断 要 素 は 、 ワ イ ヤ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル な 切 断 要 素 は 、 重 合 体 の フ ィ ラ メ ン ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 横 手 根 靭 帯 の 真 下 の 手 根 管 に ワ イ ヤ を 通 す た め の パ サ ー （ passer） で あ っ て 、
　 前 記 手 根 管 を 通 る 大 き さ の ブ レ ー ド を 有 し 、
　 　 前 記 ブ レ ー ド は 、 先 細 り の 先 端 と 、 前 記 パ サ ー が 前 記 手 根 管 を 通 過 す る と き に 前 記 パ
サ ー 中 に 前 記 ワ イ ヤ を 受 け 入 れ て 保 持 す る た め の 、 前 記 ブ レ ー ド の 実 質 的 に 全 体 の 長 さ に
渡 っ て 伸 び て い る 溝 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る パ サ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ワ イ ヤ と 共 同 し 、 前 記 ワ イ ヤ の １ つ の 端 部 が 前 記 先 細 り の 先 端 に 永 久 的 に （ permanentl
y） 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の パ サ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 先 端 の 近 く に ち ょ う つ が い を さ ら に 有 し 、 前 記 ち ょ う つ が い は 、 張 力 が 前 記 ワ イ ヤ
に 加 え ら れ る と 前 記 パ サ ー の 平 面 か ら 前 記 先 端 が 曲 が る こ と を 許 容 し 、 前 記 パ サ ー が 前 記
横 手 根 靭 帯 を 横 断 す る 方 向 に 切 る た め に 長 手 方 向 に 往 復 運 動 す る よ う に 前 記 み ぞ か ら 前 記
ワ イ ヤ を 自 由 に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の パ サ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 内 視 鏡 的 手 順 の 手 術 の 間 に 靱 帯 の 真 下 を 通 さ れ た 切 断 ワ イ ヤ を 固 く 締 め る た め の 手 術 用
器 具 で あ っ て 、
　 　 第 １ お よ び 第 ２ 端 部 を 有 す る 基 体 と 、
　 　 シ ャ フ ト を 持 ち 、 前 記 基 体 に 搭 載 さ れ た 回 転 可 能 な ノ ブ と 、
　 前 記 切 断 ワ イ ヤ の 両 端 部 を 前 記 基 体 の 第 １ お よ び 第 ２ 端 部 を 一 回 り し て 前 記 シ ャ フ ト ま
で ガ イ ド す る 手 段 と 、
を 有 し 、
　 　 前 記 切 断 ワ イ ヤ の 向 か い 合 う 両 端 部 は 、 前 記 切 断 ワ イ ヤ が 前 記 ノ ブ を 回 転 す る こ と に
よ っ て ぴ ん と 張 ら れ る よ う に 前 記 シ ャ フ ト に 一 回 り し て 巻 か れ 、 そ の 後 、 前 記 基 体 は 、 前
記 切 断 ワ イ ヤ に 前 記 靱 帯 を 切 断 さ せ る た め に 、 長 手 方 向 に 往 復 運 動 す る こ と を 特 徴 と す る
手 術 用 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 基 体 は 、 １ つ の 端 部 に 固 定 し た 支 柱 と 、 他 の 端 部 に く ぼ み と を 有 し 、
　 前 記 く ぼ み 中 に 受 け 入 れ ら れ る 滑 走 面 を 有 す る 移 動 可 能 な 支 柱 で あ っ て 、 支 柱 間 の 距 離
を 調 整 す る た め の 移 動 可 能 な 支 柱 と 、
　 前 記 調 整 さ れ た 距 離 を 維 持 す る た め の 維 持 手 段 と 、
を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 手 術 用 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 前 記 維 持 手 段 は 、 前 記 基 体 上 の い く つ か の 穴 の １ つ に 設 置 す る ス プ リ ン グ 入 り の ピ ン を
前 記 滑 走 面 上 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 外 科 手 術 に 関 し 、 特 に 横 手 根 靭 帯 （ transverse carpal ligament） の 経 皮 的 な
（ percutaneous） 、 あ る い は 、 内 視 鏡 的 な （ endoscopic） 横 断 す る 方 向 へ の 切 断 （ transe
ction） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 初 に １ ９ ３ ３ 年 に 記 載 さ れ た 手 根 管 解 放 手 術 （ carpal tunnel release surgery） は
、 米 国 に お い て 最 も 頻 繁 に 行 わ れ て い る 手 術 で あ る と 考 え ら れ る 。 手 根 管 症 候 群 （ carpal
 tunnel syndrome） は さ ま ざ ま な 臨 床 上 の 疾 患 (甲 状 腺 機 能 低 下 症 、 糖 尿 病 、 妊 娠 な ど )に
よ っ て 引 き 起 こ さ れ る が 、 職 業 的 な 傷 害 あ る い は 反 復 性 ひ ず み 症 候 群 は 現 在 最 も 頻 繁 に 連
想 さ れ る も の で あ る 。 実 際 に 、 手 根 管 症 候 群 は 、 従 業 員 の 欠 勤 の 最 も 一 般 的 な 理 由 と し て
背 中 の 損 傷 （ back injuriy） に 続 く ２ 番 目 の も の で あ る 。 手 の 反 復 使 用 と と も に 横 手 根 靭
帯 は 、 肥 大 し 、 そ れ に よ り 、 そ の 下 を 走 る 中 央 神 経 を 圧 縮 し て 手 根 管 症 候 群 と し て 知 ら れ
る 圧 縮 神 経 障 害 を 引 き 起 こ す と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 手 根 管 （ carpal tunnel） は 手 根 骨 の 近 い 列 の そ ば の 背 面 に 形 成 さ れ る 。 腹 側 に 、 横 手
根 靭 帯 と し て 知 ら れ て い る 広 い 靭 帯 が 、 中 央 の 有 鉤 骨 鉤 か ら 外 側 の 大 菱 形 骨 ま で 手 根 管 の
屋 根 す な わ ち 腹 側 の 境 界 を 形 成 す る た め に 横 に 広 が っ て い る 。 管 内 に は 、 手 の 屈 筋 腱 、 中
央 の 神 経 お よ び 屈 筋 腱 と 関 連 づ け ら れ る 関 連 滑 液 の 組 織 が 通 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ま ざ ま な 一 時 し の ぎ の 手 段 （ 添 え 木 、 抗 炎 症 薬 物 治 療 、 ス テ ロ イ ド 注 射 ） が こ の 状 態
を 治 療 す る た め に 使 用 さ れ る が 、 唯 一 手 術 だ け が 病 気 を 治 す と 考 え ら れ る 。 こ の 状 態 の 外
科 手 術 は 、 低 い 罹 患 率 と 非 常 に 高 い 成 功 率 を 持 つ の で 、 最 終 的 な 治 療 の オ プ シ ョ ン と し て
し ば し ば 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 状 態 の 外 科 手 術 的 な 治 療 は 、 広 く ２ つ の タ イ プ 、 す な わ ち 、 切 開 （ open） 治 療 お よ
び 内 視 鏡 的 （ endoscopic） 治 療 に 分 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 切 開 手 順 に お い て 、 手 根 管 上 に 横 た わ る 皮 膚 は 切 開 さ れ 、 横 手 根 靭 帯 が 続 い て 直 接 観 察
し な が ら 横 断 す る 方 向 に 切 る （ transected） 。 皮 膚 は 続 い て 再 び 縫 い 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 内 視 鏡 的 バ ー ジ ョ ン で は 、 皮 膚 に 小 さ い 入 口 が 作 ら れ て 、 そ の 上 に 横 た わ る 皮 膚 や 皮 下
組 織 を 大 き く 破 壊 せ ず に 、 内 視 鏡 的 に 横 手 根 靭 帯 が 横 断 す る 方 向 に 切 ら れ る 。 痛 み 受 容 体
の 大 部 分 が 皮 膚 中 に あ る の で 、 靭 帯 へ の 外 科 的 手 術 の 外 傷 を 限 定 す る こ と は 、 実 質 的 に そ
の 手 順 に 起 因 す る 痛 み を 少 な く し 、 回 復 期 間 を よ り 短 く す る と い う 結 果 に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 内 視 鏡 的 手 順 は 、 切 開 手 順 に 比 較 す る と 皮 膚 の 切 開 が 少 な い の で 、 こ の 状 態 の 治 療 を 行
う 多 く の 外 科 医 に よ っ て 好 ま れ て い る 。 現 在 の 内 視 鏡 的 な 手 順 で は 、 内 視 鏡 的 な 外 科 手 術
を 容 易 に す る た め に 手 根 管 に 内 視 鏡 お よ び 関 連 す る 切 断 器 具 を 通 す こ と が 必 要 で あ る 。 手
根 管 症 候 群 の 痛 み が 厳 し い 状 態 に お い て 、 肥 大 し て い る 横 手 根 靭 帯 は 、 手 根 管 を か な り 狭
く す る 。 実 際 、 こ れ は 、 中 央 神 経 が 圧 迫 さ れ る こ と に よ る 病 的 プ ロ セ ス で あ る 。 手 根 管 が
狭 く な る と 、 そ の 解 放 手 術 を 実 行 す る の に 必 要 と さ れ る 必 要 な 器 具 の す べ て を 通 過 さ せ る
の が 難 し く な り 、 時 に は 不 可 能 に な る 。 こ れ は 、 内 視 鏡 お よ び 関 連 す る 器 具 が 固 定 の 直 径
を 持 ち 、 そ の 直 径 は 病 的 に 狭 く な っ た 手 根 管 に 適 応 す る こ と が で き な い た め に 起 こ る 。 こ
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の 理 由 で 、 内 視 鏡 的 な 手 順 の １ ５ ％ ～ ２ ０ ％ は 完 全 に 成 し 遂 げ る こ と が で き な く て 、 切 開
手 順 に 変 更 さ れ ね ば な ら な い 。 さ ら に 、 成 功 し た 内 視 鏡 的 な 手 順 に お い て で さ え 、 外 科 手
術 用 内 視 鏡 と 関 連 す る 器 具 が 病 的 に 狭 い 手 根 管 を 通 過 す る と き に 中 央 神 経 に 損 傷 が 起 き る
た め 、 実 質 的 な 感 覚 異 常 が 手 術 後 に 起 こ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 発 明 の 概 要
　 本 発 明 は 、 最 小 の 断 面 領 域 を 示 す 器 具 を 用 い て 内 視 鏡 的 に ま た は 内 視 鏡 を 用 い な い で 経
皮 的 に 横 手 根 靭 帯 を 横 断 す る 方 向 に 切 断 し 、 そ れ に よ り 極 度 に 隙 間 の な い ま た は 狭 い 手 根
管 中 に お け る 外 科 手 術 を 実 行 す る こ と が で き る 方 法 と デ バ イ ス に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 外 科 手 術 を 容 易 に す る た め に 、 例 え ば ワ イ ヤ な ど の フ レ キ シ ブ ル な 切 断 器 具 は 、 横 手 根
靭 帯 に 近 い 皮 膚 の 入 口 を 通 り 、 横 手 根 靭 帯 に 遠 い 皮 膚 の 入 口 を 通 っ て 回 収 さ れ る 。 本 明 細
書 で 用 い ら れ て い る よ う に 用 語 「 ワ イ ヤ 」 は 、 金 属 の ワ イ ヤ ば か り で な く 、 細 い 棒 、 糸 、
腱 、 重 合 体 の フ ィ ラ メ ン ト 、 お よ び 、 同 じ よ う に 作 ら れ た 効 果 的 で あ る 十 分 な 強 度 を 持 つ
材 料 を 意 味 す る も の と 理 解 さ れ る 。 ワ イ ヤ が 配 置 さ れ る と 、 各 支 柱 が そ れ ぞ れ の 入 口 の １
つ に 配 置 さ れ る よ う に 、 一 定 間 隔 で 配 置 さ れ た １ 組 の 支 柱 を 有 す る 器 具 が 手 に 適 用 さ れ る
。 ワ イ ヤ が ぴ ん と 引 っ 張 ら れ る と 、 ワ イ ヤ は ブ リ ッ ジ の 基 体 に 平 行 に 伸 び 、 ワ イ ヤ が 靱 帯
を 切 断 す る 間 、 ２ つ の 支 柱 の 間 に あ る 皮 膚 は 無 傷 で 残 る 。 ワ イ ヤ と ブ リ ッ ジ は 続 い て 分 離
さ れ 、 ワ イ ヤ は 取 り 外 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ と 同 じ 概 念 を 利 用 す る １ つ の 入 口 の 技 術 で は 、 フ レ キ シ ブ ル な 切 断 器 具 あ る い は ワ
イ ヤ は へ ら 形 状 の パ サ ー （ 通 す も の ： passer） の 片 端 に 固 定 さ れ る 。 へ ら は 、 ワ イ ヤ が ぴ
ん と 張 ら れ た と き に 曲 が る よ う に 、 継 ぎ 合 わ せ ら れ る 、 ま た は 、 少 な く と も 十 分 に 曲 げ や
す い も の で あ る 。 こ の 曲 が り や す さ に よ っ て ワ イ ヤ は 、 そ の 長 さ に 沿 っ て 終 点 の 取 り 付 け
点 を 除 い て パ サ ー か ら 引 き 離 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 器 具 は 、 弓 の 糸 に 似 た 切 断 ワ イ ヤ と 弓
の 曲 が っ た 脚 を 形 成 す る へ ら の 通 過 す る 部 分 と に よ っ て 、 弓 の 形 状 を 呈 す る 。 弓 の ア セ ン
ブ リ は 、 次 に 、 ワ イ ヤ が ぴ ん と 張 ら れ た と き に 前 後 に 動 く よ う に 操 ら れ 、 そ れ に よ っ て 上
に 横 た わ る 靭 帯 を 切 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ワ イ ヤ は 、 経 皮 を 通 す 方 法 が 選 ば れ る 場 合 、 平 ら な ま た は へ ら 形 状 の パ サ ー に よ っ て 通
す こ と が で き 、 内 視 鏡 の 方 法 が 選 ば れ る 場 合 、 あ ら ゆ る 商 業 的 に 利 用 可 能 な 内 視 鏡 に 適 合
す る よ う に 設 計 さ れ た 筒 状 の シ ー ス に よ っ て 通 す こ と が で き る 。 ど ち ら の 場 合 で も ワ イ ヤ
は 、 へ ら 形 状 の パ サ ー あ る い は 筒 状 の シ ー ス 中 の 溝 に 埋 め 込 ま れ る あ る い は 固 定 さ れ 、 上
に 横 た わ る 靭 帯 に 対 し て ぴ ん と 張 ら れ る と き に 、 パ サ ー あ る い は シ ー ス か ら 容 易 に 離 す こ
と が で き る 。 こ れ は ２ つ の 入 口 の 技 術 ま た は １ つ の 入 口 の 技 術 の ど ち ら に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 現 在 の 経 皮 的 な あ る い は 内 視 鏡 的 な 方 法 を 超 え た 新 し い 手 順 の 利 点 は 、 靭 帯 を 切 断 す る
た め に 使 用 さ れ る ワ イ ヤ の 直 径 を 横 手 根 靭 帯 の 経 皮 的 な 横 断 す る 方 向 に 切 断 す る た め に 現
在 使 用 さ れ て い る 刃 よ り 小 さ く す る こ と が で き る 点 で あ る 。 さ ら に 、 フ レ キ シ ブ ル な 切 断
器 具 お よ び パ サ ー が 限 定 さ れ た 断 面 サ イ ズ で あ る の で 、 よ り 小 さ い 皮 膚 の ア ク セ ス 入 口 を
使 用 す る こ と が で き る 。 記 載 さ れ た 方 法 は 、 よ り 単 純 で あ り 、 高 価 な 材 料 を 必 要 と せ ず 、
高 価 な 内 視 鏡 を 用 い な い で 行 う こ と も で き る 。 さ ら に 、 ２ つ 入 口 の 技 術 に お い て 異 な る 支
柱 の 深 さ を 用 い る こ と に よ っ て 、 靭 帯 の 横 断 の 度 合 い を 変 化 し て 靭 帯 の 部 分 的 な 深 さ の 横
断 を 実 行 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 靱 帯 自 身 の 機 能 的 な 完 全 性 を 失 わ な い よ う に し な が
ら 手 根 管 を 拡 げ る こ と が で き る の で 、 短 母 指 外 転 筋 と 外 転 筋 デ ジ ミ ニ ミ （ abductor digit
iminimi） の 起 点 に 対 す る 安 定 し た 構 造 と し て 役 立 つ 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 本 質 的 な 目 的 は 、 経 皮 的 な あ る い は 内 視 鏡 的 な 手 根 管 外 科 手 術 解 放 技 術 の 現 在
の 方 法 を 改 良 す る こ と で あ る 。 本 発 明 は 、 ぴ ん と 張 ら れ た と き 組 織 を 切 る 特 性 を 持 つ た め
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の 小 さ い 直 径 に 引 か れ た と き に 十 分 な 引 張 強 度 を 持 つ 、 金 属 ま た は 種 々 の 合 成 材 料 で 作 ら
れ た フ レ キ シ ブ ル 要 素 （ 糸 ま た は ワ イ ヤ )に よ っ て 横 手 根 靭 帯 の 横 断 す る 方 向 の 切 断 を 提
供 す る 。 糸 ま た は ワ イ ヤ は 平 滑 で あ る あ る い は 波 形 で あ り 得 る 。 波 形 の 実 施 例 で は 、 そ の
長 さ に 沿 っ て 前 後 に 動 か さ れ る と 、 の こ ぎ り と し て 機 能 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 曲 が り や す さ と 小 さ な 断 面 直 径 の た め に 、 フ レ キ シ ブ ル な 要 素 切 断 器 具 は 、 従 来 の 切 断
器 具 よ り も 容 易 に 手 根 管 を 通 り 抜 け ら れ る 。 現 在 使 用 さ れ て い る 切 断 器 具 は 、 一 般 に 、 切
断 刃 あ る い は フ ッ ク の 形 態 に 近 く 、 そ れ に よ り 、 そ れ ら の 刃 あ る い は フ ッ ク 状 態 の 理 由 に
よ り 、 あ る い は 、 手 根 管 中 で 安 全 に そ れ ら を 操 る た め に 必 要 な 付 随 の 器 具 に よ っ て 、 よ り
大 き な 断 面 領 域 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の ２ つ 入 口 バ ー ジ ョ ン で は 、 フ レ キ シ ブ ル な 切 断 デ バ イ ス (ブ リ ッ ジ ア セ ン ブ リ
系 )を 操 つ る 器 具 は 、 手 根 管 の 境 界 の 外 (皮 膚 に 外 部 )に 置 か れ て い る の で 、 そ れ に よ り 、
外 科 手 術 が 実 行 さ れ る 間 、 手 根 管 内 の 直 径 と 外 科 手 術 器 具 の 数 と を 最 小 に す る 。 １ つ の 入
口 の 技 術 に お い て 、 パ サ ー は 操 り 用 の 器 具 （ manipulating instrument） と な る が 、 直 径
が 小 さ い の で 、 手 根 管 中 に パ サ ー が 存 在 し て も 中 央 神 経 を 損 傷 せ ず 、 切 断 ワ イ ヤ か ら 中 央
神 経 を 遠 く に 離 す 役 目 を す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 高 価 な 内 視 鏡 を 用 い て 、 あ る い は 、 全 く 用 い な い で 行 う こ と が で き 、 そ れ に よ
っ て 、 各 外 科 医 の 好 み を 許 容 し な が ら 費 用 抑 制 の 更 な る 利 益 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ａ － １ ｃ は 、 湾 曲 し た ワ イ ヤ パ サ ー １ ０ を 示 し て お り 、 切 断 ワ イ ヤ １ ６ を 受 け 入 れ
て 保 持 す る た め の 広 い 面 １ ４ の 一 面 に 縦 に 伸 び る 細 長 い 溝 （ slot） １ ２ を も つ 。 本 発 明 で
は パ サ ー は 平 ら な へ ら 形 が 好 ま し い が 、 そ の 代 わ り に 、 内 視 鏡 を 配 置 す る こ と が で き る 管
状 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 パ サ ー は 、 靱 帯 の 真 下 の ワ イ ヤ の 計 画 さ れ た 道 に 対 応 す る 大 き な ア ー ル の 曲 率 を 持 っ て
い る 。 パ サ ー は 、 堅 く ま た 曲 が り や す い が 、 手 根 管 中 を 押 し 進 め ら れ る よ う に 十 分 な 剛 性
を 持 っ て い る 。 ノ ー ズ １ ８ は 丸 く な っ て お り 、 丸 み を 付 け ら れ た 先 端 ２ ０ ま で 先 細 り に な
っ て い る 。 ノ ー ズ の ク ラ ン プ ま た は ノ ッ チ ２ ２ （ 図 １ ｂ ） は 最 初 に ワ イ ヤ の 遠 位 端 を 保 持
す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ワ イ ヤ １ ６ は 、 金 属 ま た は 横 手 根 靭 帯 を 切 断 す る た め の 十 分 高 い 引 張 強 度 と 硬 度 を 有 す
る 別 の 適 当 な 材 料 か ら 形 成 さ れ 得 る 。 ワ イ ヤ １ ６ は 均 質 な 円 形 の 断 面 を 持 つ あ る い は 切 断
動 作 を 改 善 す る た め 鋸 歯 状 、 波 形 、 ま た は 他 の 不 規 則 形 状 に 形 成 さ れ 得 る 。 ワ イ ヤ は 、 手
根 管 を 通 り 抜 け る 間 、 ワ イ ヤ が 外 れ て 隣 接 す る 組 織 を 傷 つ け る こ と を 防 ぐ た め に ワ イ ヤ を
保 持 す る 大 き さ の ス ロ ッ ト １ ２ に 押 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ ａ は 、 手 首 の 皮 膚 「 Ｓ 」 の 真 下 の 横 手 根 靱 帯 「 Ｌ 」 を 簡 潔 な 形 態 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ ｂ で は 、 パ サ ー は 皮 膚 に 形 成 さ れ た 入 口 Ｐ １ を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 先 端 が 、 靭 帯 の
真 下 を 通 過 す る の を 示 し て い る 。 パ サ ー の 先 端 が 他 の 入 口 Ｐ ２ を 通 っ て 出 る （ 図 ２ ｃ ） ま
で 更 に 前 進 す る 。 こ こ で 、 ワ イ ヤ の 端 部 は 先 端 か ら 解 放 さ れ て 、 図 ２ ｄ に 示 す よ う に パ サ
ー が 引 っ 込 め ら れ る 間 、 保 持 さ れ る 。 パ サ ー が 手 首 か ら 外 さ れ る と 、 捨 て ら れ て 、 ワ イ ヤ
の 両 端 だ け が そ の 場 所 で 露 出 さ れ た ま ま で 残 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 ワ イ ヤ の 端 を つ か ん で ぴ ん と 張 る た め に 設 計 さ れ た 器 具 ３ ０ を 示 し て お り 、 そ
の 器 具 は 靱 帯 を 下 か ら 切 断 す る た め に 糸 鋸 の よ う に 使 用 さ れ る 。 器 具 は 片 端 で 垂 直 に 下 向
き に 広 が っ て い る 固 定 さ れ た 支 柱 ３ ４ を 持 つ 基 体 ３ ２ を 有 す る 。 動 か せ る 支 柱 ３ ６ は 滑 走
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面 ３ ８ の 片 端 で 配 列 さ れ 、 基 体 中 に 対 応 し て 形 作 ら れ た 空 洞 ４ ０ 中 に 受 け 入 れ ら れ る 。 図
示 し な い 一 方 に 片 寄 ら せ る ス プ リ ン グ に よ っ て 外 に 向 か う よ う に 促 さ れ た 調 整 ピ ン ４ ２ は
、 基 体 の 側 面 に あ る い く つ か の 穴 ４ ４ の １ つ を 通 っ て 伸 び て い る 。 器 具 の 長 さ は 、 ピ ン を
押 し 下 げ 滑 走 面 を 動 か す こ と に よ っ て 調 整 す る こ と が で き る 。 巻 き 上 げ 機 と し て の 役 目 を
す る シ ャ フ ト ４ ８ に 固 定 さ れ た 回 転 可 能 な ノ ブ ４ ６ は 基 体 の 後 部 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ２ つ の 支 柱 は 、 そ れ ら の 下 部 縁 上 に 一 直 線 上 に 並 ん だ ノ ッ チ ５ ０ ， ５ ２ を 有 し 、 ワ イ ヤ
の そ れ ぞ れ の 両 端 が 器 具 の 両 端 に 一 回 り し て 止 め ら れ る と き に そ れ ら を ガ イ ド す る 。 ま た
固 定 さ れ た 支 柱 の 後 部 表 面 に 溝 ５ ４ が あ り 、 図 ３ に 溝 の 上 端 が 見 え る 。 凹 所 ５ ８ 中 に 配 置
さ れ た 、 滑 走 面 の 表 面 上 の リ ブ は 、 頂 点 に 沿 っ て 伸 び る 別 の ワ イ ヤ 受 け 入 れ 溝 ６ ０ を 有 す
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 器 具 は そ の 位 置 の 上 の 皮 膚 の 上 に 配 置 さ れ る と (図 ４ と ５ ａ )、 ワ イ ヤ 両 端 は 器 具 の 両 端
を 一 回 り し て ノ ブ ま で 通 さ れ 、 図 ５ ｂ で 示 さ れ る よ う に シ ャ フ ト ４ ８ を 一 回 り し て 巻 き 上
げ さ れ る 。 次 に 、 図 ５ ｃ に 示 す よ う に ノ ブ が ワ イ ヤ を 締 め る た め に 回 転 さ れ 、 器 具 は 靭 帯
を 「 の こ ぎ り で 切 る 」 よ う に 前 後 に 動 か さ れ る 。 そ の 代 わ り に 、 あ る 情 況 下 で は 、 ぴ ん と
張 っ た 小 さ い 直 径 の ワ イ ヤ は 、 靱 帯 に 単 に 押 し つ け ら れ て 、 す な わ ち 、 前 後 に 動 く の こ ぎ
り の 動 作 が 要 求 さ れ な い で 、 靱 帯 を 横 断 す る こ と が で き る 。 い っ た ん 図 ５ ｄ の 位 置 に 到 達
す る と 、 か ま わ ず に 、 ワ イ ヤ は 器 具 か ら 解 放 さ れ て そ の 位 置 か ら 除 去 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ワ イ ヤ の 両 端 を 固 定 し 締 め る た め の 他 の 方 法 が あ る 。 例 え ば 、 ノ ブ は ラ ッ ク ピ ニ オ ン な
ど の 機 構 （ rack-and-pinion or like mechanism） で 支 柱 を 膨 ら ま せ る 器 具 の 基 体 中 に 結
び つ け ら れ る こ と が で き る 。 そ の 場 合 、 ワ イ ヤ の 端 部 は 、 ノ ブ 上 に 巻 き 上 げ ら れ る よ り は
、 支 柱 上 に 適 切 な ク ラ ン プ な ど に よ っ て 固 定 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ ａ － ６ ｄ は 代 り の 方 法 を 示 し て お り 、 こ の 方 法 は １ つ の 入 口 だ け の 構 成 を 必 要 と す
る 。 こ こ で 、 ワ イ ヤ の 遠 位 端 は 永 久 的 に （ permanently） パ サ ー の 先 端 に 付 け ら れ て い る
。 ワ イ ヤ は 最 初 に 溝 中 に 保 持 さ れ る が （ 図 ６ ａ ） 、 い っ た ん パ サ ー の 先 端 が 手 根 管 を 通 り
抜 け る と 、 ワ イ ヤ の 近 位 端 部 を 引 く こ と に よ っ て 、 溝 か ら 弓 の よ う な 配 置 ま で ワ イ ヤ を は
ね あ げ る こ と が で き る 。 パ サ ー の 先 端 は 、 図 ６ ｃ と ６ ｄ で 示 さ れ る よ う に 、 限 定 さ れ た 動
き の ち ょ う つ が い （ hinge） に よ っ て 曲 が る よ う に 作 る こ と が で き る 。 ち ょ う つ が い を 変
更 す る 場 合 は 、 ワ イ ヤ が の こ ぎ り と し て よ り 役 立 つ よ う に 、 ワ イ ヤ を パ サ ー の 基 体 か ら 更
に 離 す よ う に 配 置 す る 。 １ つ の 入 口 の 方 法 で は 、 パ サ ー を 長 手 方 向 に 往 復 運 動 す る こ と に
よ っ て 、 横 断 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 変 形 と 変 更 に さ ら さ れ る の で 、 上 記 の 記 載 と 添 付 の 図 面 は 以 下 の 請 求 項 で 定
義 さ れ る 本 発 明 の 単 な る 例 示 と し て 解 釈 さ れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ ａ 】 、
【 図 １ ｂ 】 、
【 図 １ ｃ 】 皮 膚 の 遠 位 の 入 口 と 近 位 の 入 口 の 間 に 切 断 ワ イ ヤ を 通 過 さ せ る た め に 使 用 さ れ
た パ サ ー を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 皮 膚 の 真 下 の 横 手 根 靭 帯 の 断 面 を 単 純 化 し た 形 態 で 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 、
【 図 ２ ｃ 】 、
【 図 ２ ｄ 】 、
【 図 ２ ｅ 】 パ サ ー が 手 根 管 に 切 断 ワ イ ヤ を 通 す た め に ど の よ う に 使 用 さ れ る か を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 ワ イ ヤ 締 め 器 具 を 詳 細 に 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 入 口 間 で 適 用 さ れ た 器 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ａ 】 図 ４ の 状 況 を 示 す 、 図 2ａ の よ う な 図 で あ る 。
【 図 ５ ｂ 】 ワ イ ヤ の 両 端 が 器 具 の 両 端 の 周 り に 寄 せ ら れ 、 ノ ブ の シ ャ フ ト の 周 り 巻 き 付 け
ら れ て い る こ と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ｃ 】 ノ ブ が ワ イ ヤ を ぴ ん と 張 る た め に 回 転 さ れ る こ と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ｄ 】 １ 回 靭 帯 を 横 断 し た ワ イ ヤ の 位 置 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ａ 】 、
【 図 ６ ｂ 】 、
【 図 ６ ｃ 】 、
【 図 ６ ｄ 】 へ ら 型 の デ バ イ ス が 、 ワ イ ヤ パ サ ー お よ び 横 断 用 ワ イ ヤ マ ニ ピ ュ レ ー タ の 両 方
と し て 使 用 さ れ る 、 本 発 明 の 別 の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ ｃ 】

【 図 ２ ａ 】

【 図 ２ ｂ 】

【 図 ２ ｃ 】

【 図 ２ ｄ 】

【 図 ２ ｅ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ ａ 】
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【 図 ５ ｂ 】

【 図 ５ ｃ 】

【 図 ５ ｄ 】

【 図 ６ ａ 】

【 図 ６ ｂ 】

【 図 ６ ｃ 】

【 図 ６ ｄ 】
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